
 

 

  児童生徒の人間関係づくり：Q-Uを活用した校内研修会 

      7  学級づくりの具体的実践例 学級づくり編 

 児童生徒の人間関係づくり：特別活動 

全校で実施する 

 『学級づくり』集会 

『友情』を意識できる 

学年の取組の足跡の掲示  年度初めに、学級づ

くりに重点を置いて取

り組んだ例です。掲示

なども活用し意識を高

めています。 

 みんなで力を合わせ

てやり遂げた体験は、

学級の温かさや活力を

生み出します。 

 教師と生徒との人間関係づくり：生活ノートの活用 

 生活ノートの振り返りは、生徒が自分自

身の生活や生き方を見つめなおす機会であ

ると同時に、教師がその子の生き方や思い

を知る大きなチャンスでもあります。 

 学級集団は刻々と変化します。今の状態に合っ

た適切な対応を積極的に行うことが大切です。ま

た、学年や学校全体で話し合うことで、効果的な

方法を見つけ出すことができます。 

＜取組例＞ 

○気持ちよいあいさつや聞く態度を意識させよう 

○ルールに沿った行動をほめて意識を高めよう 

○あえて困難に挑戦し、みんなの力で乗り越えさ 

 せよう 

○理想の学級集団をつくろうと熱く語り伝えよう 

 コメントとして書かれた先生からの一 

言が、生徒にとっての大きな支えや道標 

になることがあります。言葉のキャッチ 

ボールで互いの信頼関係が築かれます。 



 

 

 児童生徒の人間関係づくり：学級活動(2)指導案 

児童が立てた個人目標の例 
 

 

○優しい気持ちで話しかける。 

○～さんと名前で呼ぶ。 

○下学年がまねをしてはいけない言葉を使わない。 

○「どうぞ」や「いいよ」と優しくこたえる。 

○ぼくは「がんばったね」と言われるとうれしいから、友達にも言ってあげたい。人がう 

 れしい気持ちになれるようなまほうの言葉をたくさん使う。 

 温かい人間関係を築くためには、児童生徒自身が『友達へのよりよい関わり方』に対し

て意欲や目標をもって取り組むことが必要です。学級活動(２)による自己決定の例です。 

アンケート等を活

用し課題をつかむ。 

原因をさぐる。 

「ウ 望ましい人間関係の形成」の例 

ビデオなどのアドバイスをもとにして、解決方法を話し合う。 
※アドバイスは、ゲストティーチャーの言葉や資料などもよい。 

個人目標を自 

己決定する。 

自己決定したことを、この後１

～２週間取り組む。振り返る。 



 

 

 安心・安全の学校づくり：ルールの共通実践 

 安心・安全の学校づくり：教育相談『児童アンケート』 

ねらい ◇児童理解 

    ◇望ましい人間関係の育成 

    ◇いじめや不登校の未然防止 

     と早期発見 

ポイント 

 ○伝えたい相手を選ぶことができ、 

  うれしいことや頑張りも書けるの 

  で、書きたい気持ちが高まる 

 ○悩みや困ったことなど、本音が書 

  きやすい 

 ○頑張ったことへの先生からのコメ 

  ントが保護者にも伝わり、児童に 

  とって、ほめられる機会が増える 

ねらい ◇学校生活の基本の徹底によ 

     る安心感のある学校づくり 

    ◇全教職員の共通実践 

ポイント 

 ○当たり前にしたいことを文章化し、  

  全教職員で確認する 
 

 ★学校生活のルールには、基本とし 

  て当たり前にすべき内容と、より 

  よい学校生活をめざして話合いに 

  よってつくりあげるものの２種類 

  があります。研究通信として伝え、 

  全ての教師が意識を高めることで、 

  学校全体のルールへと結びつけて 

  います。 

 安心・安全の学校づくり：登校時の児童生徒観察 

ねらい ◇児童生徒理解 

    ◇いじめや不登校の未然防止 

ポイント 

 ○笑顔で迎え、明るい学校生活の一日 

  をスタートする 

 ○あいさつを通して、表情を観察する 

 ○気になる児童生徒、配慮の必要な児 

  童生徒への温かい一声をかける 

 ○児童生徒の変化にいち早く気づき、 

  生徒指導担当や学年担任と素早い連 

  携をする 

○○さん。

おはよう。 

『校内研究通信』 



 

 

安心・安全の学校づくり：生活アンケートをもとにした取組 

 アンケートの各項目の達成率を得点に表し、可視化することで課題が一目で分かり、学

級で解決していこうとする意識が高まるきっかけとなります。 

 

 

      

取組の流れ 

子どもと先生が

よりよい学級を

めざします 

クラスの問題だから、 

自分の事として考え 

よう。 

みんなで話し合っ 

て意見を出して、 

安心して過ごせる

ようにしようね。 

 生活アンケートから子どもたちの実態を

把握し、教師が早期に手立てを行うことで、

いじめの未然防止や早期発見につながりま

す。子どもたち自身が日々の生活を振り返

り、その解決に主体的に取り組んでいくこと

で、絆が深まり、安心・安全な学級へと変わっ

ていきます。 

 

ここを得点化 

担任の取組として 

○気になる児童生徒には、すぐに個別に対応する 

○見えてきた課題を通して学級経営を見直す 

子どもの取組として 

○改善策を話し合う 

○友達との関わりを見直す 

 

 

①月末に記名式でアンケートを実施する。 

②各項目を得点化して、合計800点で表す。 

③得点の低い項目について、学級で話合いを行い、改善策を考え実践する。 

学校が楽しめるような企 

画をしようよ。励みにな 

る言葉かけも、していこ 

う。 

ここを得点化 

改善策 


